「人が自分で○○する文化」をとりもどそう！　

OLA：Own life assist

OLAセミナーご案内
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現代社会とLISA 運動  （リトル・インプット・サスティナブル・アグリカルチャー）

９月２８日（水）１８:３０～  　坂井　拓夫（大阪府立大学名誉教授）
　老学者ファウスト教授は、「結局、我々は何も知ることが出来ない」と絶望して自殺を図る、そこに出現した悪魔メフィストフェレスに、「満足出来たら魂を売る」約束で満足を得る途を選ぶ。こうして、魔力で20代の青年に若返ったファウストは、あらゆる欲望を満たしていくが、年を取らないファウストには、手に入れたすべての欲望が、何の意味も持たず、永遠の苦しみだけが残ることを自覚する。ある日、波に洗われる荒涼とした海辺の土地に立って、この荒れた土地を整え、世界を作り治すことに生き甲斐を見出し、「自由と生活のために戦う者こそ、自由と生活を享受するに相応しい」ことを悟り、満足感に浸る。かくして、悪魔メフィストフェレスとの賭けに敗れる。「ゲーテの戯曲ファウストより」（老農学者の独白）

　1945年8月15日、我が日本国は20年にも及ぶ世界大戦に敗れた。１億日本国民は、戦争によって荒野と化した日本全土で、老いも若きも日本国の復興・再生を誓った。こうして総国民「ファウスト」化して戦勝国に追いつき、追い越すべく走り続ける事となった。この大レースも約50年で先頭集団を捉え、並走することになった。この間、私達は先進の工業国（？）たらんとして、国家・国民の歴史や習慣をかなぐり捨ててグローバル化の一員たらんことを目指してきた。現在では、我が国を取り巻く国際情勢もFTA交渉に象徴されるように国家の壁を取り払った経済圏の構成を目指す状況にある。しかし、こうした世界観の中では、むしろ民族の個性がものを言う状況でることを忘れてはならない。

　現在、我が国を巡る最も大きな国際間の課題はTPP の交渉問題である。この交渉の行くえによっては、我が国は、少なくとも太平洋領域内では孤児になる危険性をはらんでおり、経済的には第二次世界大戦開戦以前に近い状況に追い込まれると言われている。その最大の障壁は「食料問題」である。

　今回のOLAセミナーでは、我が国を巡る食料問題（農業問題）について問題提起し、表題の<ＬＩＳＡ運動>の実践と意義を報告し、皆さんの論議をいただきたいと考えている。

　　

（以降決定しているテーマとスピーカー）詳細は「ご案内」で

■昨年、若者と農村を語っていただいた 山崎　樹一郎 氏（映画作家）の作品鑑賞会！

■食と健康をテーマに活躍されている南　惠子さん（食のコラムニスト）の講演会！

■古写真で今日の社会経済をを見直そうとする中村治氏（哲学者）のワークショップ！

■昭和十年代の時空をＯＬＡ出版して・柴田　修 氏・伴　年晶氏・安原　秀氏トークショー！                                            

開催日　　第２・４水曜日

（１８：３０～２０：３０　+α）

参加費　　５００円（ワンドリンク付）

会　場　  OLA　サロン

OLAグループ

大阪市中央区本町４－４－５　OLA

TEL　06-6243-4448　FAX　06-6243-4450

